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-ッベル の政治詩について
- 1832年成立ゐものを中心 として-
奥 村 淳
(教養部 独語研究室)
フリー トリッヒ･-ッベルは1813年3月に,北 ドイツのディトマルシェン地
方のヴェッセルブーレンで生まれた｡ディトマルシェンは,当時デンマーク王
国に属するホルシュタイン公国の一部だった｡-ッベルは悲劇詩人として知ら
れ,また多くの詩も書いている｡ しかし彼が若い頃にヴェッ_セルブーレンで書
いたいぐつもの政治的な詩は,あまり問題にされたことがない(1)｡たとえばへ
ッベルの伝記作者のクーは次のように述べて,-ッベルの政治的な詩に対して
注目をつむろうとする｡｢ホルシュタインの人々が,祖先達を苦しめてきたど
の圧迫をも2倍, 3倍と呪い,かつ現在生きている人々に加えられているどの
屈従と不公正をも2倍, 3倍と呪い,身にしみて感じていたこの激動の時代,
ひそかな発酵の時代,それは-ッベルの心の中にも暗い影を投げかけた｡だが
へッベルは個人としてあまりにも傷つけられ,そして不安によってとらわれて
いたので,政治的な人間としてもいわば怒りと憤慨にとらわれることはできな
かったのである.･･--デンマ-ク人のくびきが,そのような時に彼に対して何
を意味するというのか｡自分を脅かす敵をどうして彼はコペン--ゲンに求め
ることがあろうか｡｣(2) クーはこのようにして-ッベルの個人的な体験にのみ
眼を向けている｡しかし時代は-ッベルに ｢個人として｣とどまることはゆる
さなかったのである｡たしかにクーは,上の文に続けて ｢にもかかわらず一般
にピリピリした雰囲気が,-ッベルが当時祖国の歴史からとって作った挑戦的
な詩に対して影響を与えなかったことはないかも知れないO｣(3)と微妙な留保
をつけてはいる｡ しかし-ッベルの政治的な詩は,祖国の歴史をテーマとする
ものばかりではなかったのである｡
ホルシュタインはカルル大帝によってひらかれ,のちに ドイツ皇帝により水
ルシュタイン公国とされた｡隣接のシュレスヴィッヒ公国とあわせ,ホルシュ
タイン公国のデンマーク王国との関係は複雑であり,変転きわまりない｡とり
わけホルシュタインは,13世紀にデンマーク領になったかと思えば,まもなく
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ドイツ･シャウエソブルク豪のものとなり,この家系はデンマーク国王を擁立
したりする｡ デンマークでは1484年に, ドイツ･オルデンブルク家のクリステ
ィアン1世が国王となり,以後この家がデンマーク王家となる0 -万シャウェ
ンブルク家は1459年に絶えてしまう｡ そこでシュレスヴィッヒとホルシュタイ
ン両公国の貴族は協議して,デンマーク王クリスティアン1世を君主として戴
くことにする.こうしてシュレスヴィッヒ,ホルシュタイン両公国とデンマー
ク王国との同君連合が始まったのである｡
デンマークはナポレオン戦争でフランス側につき,敗戦国となった｡その結
果デンマークは,ノルウェ-辛-ルゴラン下島などを失なう｡1815年のウィー
ン会議は,ホルシュタイン公国を新しくドイツ連邦に加入させた上で,慣例に
従いデンマーク国王フレデリック6世をホルシュタインの支配者として再確認
したのである｡しかし ｢ホルシュタインの方は---純粋にドイツ人の地域であ
った｡｣(4)それ故 ドイツにおいて自由と統一を求める運動が高揚して行くにつ
れて,ホルシュタインの人々も ｢デンマーク人のくびき｣に抵抗するようにな
るのは,いわば当然のことであった｡まだ10代の青年だった-ッベルも政治詩
を書いて,政治的な ｢怒りと憤慨｣をあらわにしたのである｡
そこで以下では, ドイツの政治状勢を視野におき,ホルシュタインとデン-千
ークの関係を考慮しながら,10代の青年-ッベルの政治詩の解釈を試みること
にする｡
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ホルシュタインでほ1820年代に独立運動が起っていた｡キ-ル大の歴史教授
ダ-ルマン (FriedrichDahlmann1758-1860)が ｢シュt/スヴィッヒ-蘇
ルシュタイン公国の独立運動 (その暁には ドイツ連邦への編入を意図)｣(5)を
起こし,挫折したのである｡(ダールマンはのちに,ゲッティンゲン大学の7
教授事件の当事者のひとりとなる｡)1830年の ｢7月革命のデンマーク-の影
響は, シュレスヴィッヒ-ホルシュタイン公国を通じて現われた｡｣(6)のであ
り,シュレスヴィッヒとホルシュタインの ｢広い範囲で憲法への要求が活発
になった.｣(7)1830年9月初めのキール大教授-ゲヴィッシュ (FranzHege- ニ
wisch)の国王宛の公開状の試みが失敗したあとに登場したのが,ロルンゼソー
(UweJensLornsen1793-1838)であった｡
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ロルンゼンは北海のジュル ト島の出身で,イエーナの学生時代は学生組合の
中心人物だった｡彼は弁護士をへて,コペン-ーゲンにおかれていたシュレス
ヴィッヒ-ホルシュタイン政庁の役人となった｡そして7月革命を知ったロル
ンゼンを ｢時代の憲法思想が激しくとらえ,彼はヨーロッパは市民が支配する
時が来たと考えた｡｣(8)という｡ 事実北 ドイツだけでも1830年9月から10月に
かけて,-ッセン,ザクセン,オルデンブルクそしてブレーメンなどで,新し
い憲法を要求する動きが高まっていたのである｡ ジュル ト島の代官に任命され
たばかりのロルンゼンは,183Q年10月17日にキ-ルで,キール大の歴史教授の
若いミヒェルゼン (AndreasMichelsen)や野党の リー ダーのオルス-ウゼ
ソ(TheodorOIshausen)などと会合し,農民層にも支援されて,11月1日
に,『シュレスヴィッヒ･ホルシュタインの憲法について.(UberdasVerfas-
sungswerk im Schleswig-Holstein)』(Kiel) という11ページの小冊子を
発表したのである｡ この小冊子は国中に1万部 も広が り,たちまち ｢無秩序
な文書合戦｣(9)が生じたのであった｡これにまつわって発表された文書の数は
30を越えている｡
ロルンゼンは1815年に各国が ドイツ連邦に加入する際に,連邦約款13条によ
って各国に対し約束された自由な憲法が,ホルシュタイン公国で実現していな
いことを非難し,シュレスヴィッヒとホルシュタイン両公国に共通の自由憲法
を要求したのである｡ロルンゼンがこの憲法の内容として求めたことは,まず
両公国に共通の地方議会の設置であった｡議会の構成は,貴族と都市からの代
表が10人ずつ,農民からの代表が20人とされた｡ この構成から知られるよう
に,ロルンゼンは ｢中産階級 (すなわち都市の住民と農民)｣(10)を国家の中心
と考え,貴族の特権は否定したのである｡さらに両公国は,ひとつの国家を形
成し,コペソノ､-ゲンからは全く分けられた自治権を所有し,デンマークとは
｢国王と敵のみが--共通である｡｣(l)とされた｡ こうしたことがロルンゼン
の要求する憲法の内容だったが,｢これは文字通り革命的な要求だった｡ とい
うのは,これは ｢絶対王制｣という既存の政治体制そのものの否定だけではな
く,シュレスヴィッヒ-ホルシュタイン公国がデンマーク王国から分離独立す
べきことの主張だったからである.｣(12)このようにデンマーク支配下のホルシ
ュタインでは,｢ナショナルな問題と憲法の問題が必然的にきわめて密に結び
ついていた｡｣(13)ことが特色であった｡
ロルンゼンの運動は貴族階級によってデマゴーグのしわざときめつけられ,
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彼は1830年11月23日にジュル ト島で逮捕されてしまう｡そして1831年半ばには
禁固1年の有罪判決を受け,釈放後はブラジルに行ったりする｡彼は1838年2
月にジュネ-ブで自殺することになる. しかしロルンゼンが投じた波紋は大き
かった｡貴族ではまずブロックドルフ男爵(FreiherrvonBrockdorff)が,p
ルンゼンは ｢革命をねらい,---提案された憲法草案が貴族側にとっていかに
危険であるか｣(14)として批判した｡シュレスヴィッヒの町の牧師テ ィース
(W･ThiesP)の 『革命熱のための薬｡あるいは国王に対して謀反を起こして
いる国の不幸.我が祖国の祝福された状態.』(1830)辛,フリー トリッヒシュ
タットの牧師ビイアナツキイ(J･C･Biernatzky)の 『不穏な時代の市民の義
務』(1830)ち,同様にロルンゼン批判の文書である｡一方シュレスヴィッヒ
の町の弁護士ベーゼラー (W･H･Beseler)やノ､ンブルク近くの町の法律顧問
クレンツェ(Klenze) などはロルンゼン支持の文書を発表する｡ ロルン
の友人で,ジュル ト島の医師ヴエルフケ (G.N.Wufke)も 『シュレスヴィ
ッヒ-ホルシュタインにおける憲法を求める動きの評価のために｡』(1830)
で,｢Pルンゼンの要求を史的に正当化しようとつとめたO｣(15)のであった03
書合戦は コペソ--ゲソにも及び,『シュレスヴィッヒとホルシュタインにj
ける最近の騒動について｡』(1830)や 『国家の病いと大法院参事官ロルンゼこ
の薬についてO』(1830)といった相反する立場からの文書が発表された り1
る｡ この論争は1831年になってからも続けられたのである｡
シュレスヴイッヒとホルシュタインが騒然とした雰囲気に包まれていた1831
年1月27日付の週刊新聞 "DithmarscherundEiderstedterBote"(以下
はポーチ紙と省略｡)に,『愛国歌｡ 国父の63歳の誕生日を記念して｡』 とい
詩が発表される｡作者はシュレスヴィッヒとホルシュタインを分けるアイダ
(Eider)川右岸の町テニソグ (Tanning)の校長で助祭のペッツェル (Geo
Petzel)であった.彼は ｢平凡な械会詩人で,･･-･とりわけデンマ-ク愛国
義を鼓舞し,国王フレデリックを賛美した｡｣(16)というが, この詩も ｢立て
デンマークの子よ,立て,デンマークの兄弟よ,グラスを回しあえよ｡｣(17)
始まる熱烈なデンマーク愛国歌だった｡ペッツェルはロルンゼンの運動によ
て,危機意識をかりたてられたものと思われる.求-テ紙はヴェッセルブ←
ソ北東の町フリー トリッヒシュタットから,毎週木曜に発行される小新聞だ
たが,-ッベルはすでに1828年9月から同紙上に詩を発表していた｡それ
ッッェルのこの愛国詩も-ッベルの眼にとまっていたと考えられるのである
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従って-ッベル夫人クリスティーネ(1817-1910)の遺品の中から発見された-
,ツづルの未発表の詩 『輔重兵に寄すO- ペッツェル流の壮麗な詩- (An
diePackknechte- PrachtodealaPetzel- )』を, ペッツェルの上記
の詩の ｢パロディ｣(18)とし,かつ1831年の作とするヴェルナ←の説は正しい
と思われるのである｡ -ッベルの諒も ｢輔重兵よ,立て｣(19)で始まり,今こそ
銃を手にとって祖国のために死ぬようにとあおるものである｡ ここではホルシ
ュタインの民衆が戦場の下働きの埴重兵になぞらえられ, 支配者デソマ-ク王
のための犠牲を求められている｡ この詩の作者名は,-ッベルが書記をしてい
たヴェッセルブーレンの教区長の家の飼犬と同じになっていて,パロディの意
味が強められている｡この詩は発表されなかったものの, -ッベルが当時の政
治状勢においてロルンゼンの運動に共感･を抱いていたことを示している｡
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デンマーク国王フレデリック6世は,1831年1月11日に勅令をもってデンマ
-ク政府に対し,｢プロイセンの州議会を手本として, シュレスヴィッヒ公国
とホルシュタイン公国のために,別々の州会の導入を準備す るよ うに命令し
た｡｣(20)この勅令は4週間後に新聞に発表され, コペン--ゲンの進歩派や学
生達をよろこぼせた｡しかしこの州会は実権を与えられたものではなく,単に
｢助言する州議会｣(21)にすぎなかったのである｡ 手本とされるべきプロイセン
に屑するラインラントなどの西部諸州では,すでに分離 ･独立を含む改革の要
求が出されていたことからも,(22)デンマーク国王のいう州会の実態が知られ
るO デソーマークの ｢国王は,ホルシュタインに,それが要求する独自の憲法を与
えるなら,そのままデンマークからの分離独立, ドイツ連邦への編入となるか
ら∴これに代る何かを与えなければならないことを感じと｣(23)ったのであり,
表面的な譲歩を行っただけなのである｡ キール大のミヒェルゼンも ｢助言する
機能の議会など全く無価値であり,-･-プロイセン流の州会の構 成 はただの特
殊代議制であって,本当の代議制ではない｣(24)と批判した｡彼はプロイセン流
の議会など貴族のためにしかならず,両公国に別々の議会を作ることは,両公
国の完全な分離になり,国王の権限を強化するだけだと考えたのである｡
ホルシュタインでこうした政治論争が展開していた1831年3月10日付と3月
17日付のポーチ紙10,11号に,-ッベルは『小片集(Flocken)』と題する20の詩
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を発表する｡ その Nr.9は先述したペッツェルの風刺であり,Nr.13は 『ハ
インリッヒ･フォン･ツユトフェン (HeinrichvonZytphen)』 という｡彼
はディトマルシェソの宗教改革者であり,1524年12月に-イデの町で火刑にさ
れている｡ ヴェッセルブーレンに近い-イデで生 まれた クラウス･グロート
(1819-99)の詩集 "Quickborn"(1852)にも同名の詩がある｡ そこでは冷
たい泥道を裸足で刑場にひかれて行くツユトフェンは信念の人としてたたえら
れている｡ -ッベルもツユトフェンを ｢信仰の英雄｣(25)とたたえ,｢汝の輝く
ばかりの微笑する姿は若者に勇気を与えてくれる｡ --苦しみの野でこそ後世
まで無限の名声は花咲く｡｣(26) と抵抗の精神をうたっているのである｡ そし
てNr.16は 『ある人々の自由 (GewisserLeuteFreiheit)』という｡
ある人々の自由(27)
君達の自由は金紙の王冠と同じだ｡
王位から追放され,今やあらゆる悪口の的となり,
盾もないので矢に当てられる王様に対し,
この王冠はばかにして手渡される｡
ろばは自分を自由だと思いこまされて,ひどいえさで
主人の命令のまま,奴隷みたいにしんぼう強く荷車をひく｡
｢君達の自由｣すなわち ｢我々の自由｣は見せかけのみであ って,それは
｢金紙の王冠｣,｢ろばの自由｣に等しい.この詩はロルンゼンの要求に対して
うわべだけの譲歩しか与えようとしないデンマーク国王に対する大胆な批判で
ある｡
1831年1月の勅令による国王の命令は,1831年5月28日の勅書によって具体
化へと進み,1832年4月27日にデンマーク本国やシュレスヴィッヒ,ホルシュ
タイン両公国から63人の名士や有力者が集められ,協議会が作られた｡しかし
その結論が法律として出されるのは,ようやく1834年になってからのことであ
り,しかもその内容は1831年1月の勅令と違いはなかったのである｡それは ｢こ
の時もっとも政治的に目覚めかつ実力のあった階級である ｢大学教授｣を,氏
主主義の名において締め出すためにだけ作られたようなものだった｡｣(28)と酷
評されている｡ 設置されることになった州会は諮問機関にすぎず,政治的実権
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は与えられていなかった｡この法律は ｢憲法上の要求もナショナルな要求もほ
4,の少しもみたすものではなかった｣(29)のであるoそれ故デンマーク国王フレ
デリック6世は,ロルンゼンの運動に表わされるホルシュタインの憲法上及び
ナショナルな要求の高まりをおさえるために,時間かせぎをしたにすぎなかっ
たのである｡しかし1835年には-ゲヴィッシュの 『ホルシュタインに賛成,デ
ンマークに反対でなく｡』 をきっかけとして,再び激しい文書合戦が生ずるこ
とになる｡
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1830年の7月革命は北 ドイツにも種･々の影響を及ぼした｡ノ､ンブル クでは
1830年9月に騒ぎが生じ,ブラウンシュヴァイク大公国では同じ9月に暴動が
起き,大公が国外へ逃げ出していた｡-ノーファー王国では1831年 1月に混乱
が生じ,1831年から1832年にかけて憲法問題が激しく論じられた｡そして1832
年初めの選挙の結果,｢第二院では反政府的な, ほとんど革命的な気分｣(30)が
支配的となっていた｡7月革命以後 ドイツでは, ｢君主は出て行け｣で始まる
"DasdeutscheTreibjagen"なる歌が ｢もっとも好まれた歌｣(31)であって,
自由とドイツの統一を求める気運が高まったのである｡1830年末から1831年秋
まで続いたポ-ランドの反乱の結果,ポーランド亡命民が ドイツにあふれ,｢ほ
とんどすべての町｣(32)にポーランド人救援のための委員会が作られた｡それほ
どポーランド人は ドイツ民衆の同情と共感を呼んでいたのである｡ -イネが
1832年3月1日付で,パリから出版者コッタに宛てて出した手紙の文面を借 り
るならば,｢まもなくドイツでは革命が始まるでしょう｡｣(33)という状況になっ
ていたのである｡ホルシュタインにおけるpルンゼソの運動もこうした流れの
ひとつとして解釈できる｡1832年5月27日にライン･バイエルンの-ソバッ-
城地で開かれた-ソバッノ､祭は,こうした動きの頂点をなしている｡｢政治的な
統一と自由が不足するドイツ｣(34)各地から,統一と自由を求めて参加した2万
人とも3万人ともいわれる人々は,｢ドイツの再生｣ と記された黒一赤一貴の
旗やポーランドの旗をかかげていた｡しかもこの祭は孤立したものではなく,
1831年末から1832年夏にかけて, ドイツ各地で類似の催しがなされていたので
あったO(たとえば1832年4月1日のバ-デンのヴァイン-イム祭｡)-ッベル
が1832年7月22日付でポーチ紙に送り,8月23日付の34号に掲載された詩 『子
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供 (DasKind)』の副題は;｢激動する時代の激動する心の持主のための鎮静
の-言｣(35)というが,｢激動する時代｣ とはまさに-ッベルの同時代意識だっ
たのである｡
-ッベルはヴェッセルブーレンの教区長モールの家で書記をしていた｡この
地使は-ツベルのような貧しい生まれの者にとっては;ほとんど望みうる最高
のものだった｡しかし-ッベルはヴェッセルブ-レン脱出の願望が強くなり,
1831年夏にはただ ｢ヴェッセルブ-レンから出て行くためにだけ｣(36)役者に
なろうとして,-ンブルクに出かけたりする｡｢激動する心の持主｣とはへッベ
ル白身のことであった｡-ッベルは1832年5月22目付で-イデの友人にあてた
手紙に,｢どこに行くのか自分でもわからない人生など悪魔にくれてやる｡｣(37)
と書く｡しかし-ッベルはクーのいうように,このような ｢個人として｣の悩
みにのみ心をとらわれていたわけではなかったのである｡-ッベルは上の手紙
を次のように続けている｡｢この2, 3日--たくさんの政治詩を書いた｡標
題を笑わないでほしい｡---そのいくつかを掲載させ る ことは疑問に思って
いる｡真実がそのまま言われているのだが,自分のためにはならないだろ う
ね｡｣(38) しかし-ッベルは ｢自分のためにはならない｣ことがたしかな ｢政治
詩｣を,あえて発表したのである｡ボルンシュタインは ｢これら5月に成立し
た詩の中では,『国民の尊厳 (WtirdedesVolkes)』がもっとも早く掲載され
たことは多分確実である.『中世の像 (EinBildYonMittelalter)』,『鍛冶屋
の歌 (DasLiedvom Schmiedt)』そして 『自由の像 (Bil°derFreiheit)』
もその一部だろう｡｣(39)と考えている｡ -ッベルは5月に書いた ｢政治詩｣の
標題は知らせていないが,しかしこれらの詩は政治的な意味がこめられており,
また発表された時期からしても,ボルシュタインの説はほぼ妥当と思われる｡
『国民と尊厳』は次のような詩である｡
国民の尊厳(40)
君主
｢どうして自由を与えよというのだ｡＼
自由などなんの役にもたたないし,
国民の生活を
あっというまに破壊するのに｡｣
- 116-
117･
-ツベルの政治詩について- 奥村
｢忘れないでくれ｡
エーオルスの-ープの
弦はとっくに切れているのだ-
風が何の役に立つのか｡｣
答
｢石の塔の上には
かつてメムノンの像が立っていた｡
おし黙って,冷たく,どこにも
生命のきざしとてなく｡
だがこの像に
太陽の光があたるやいなや
美しくやわらかな響きが
沈黙の胸からわき出たのです一｡｣
国王は国民から自由を奪い,沈黙を強いる｡彼は国民を風の神エーオルスの
弦の切れた--プにたとえ,自由を与えるのを拒む｡それに対し,自由を求め
る国民はメムノンにたとえられている｡ メムノンはアーヒレスに破れて石の巨
像となったが,しかしメムノンは朝日をあびると,声を発して,母親の朝やけ
の女神エ-オースに会さつをするという｡ ｢太陽の光｣ とは自由に他ならな
い｡強権によって自由を奪われ,沈黙を強いられている国民には,尊厳性はあ
りえない｡-ッベルはこの,たしかに ｢自分のためにはならない｣政治詩を,
1832年8月末に,ノ､ンブルクの週刊新聞 "NeuePariserModeblatter"(以
下ではモーデ紙と省略｡)の35号に発表したのである｡
モーデ紙は-ンブルクのアマーリア･ショッペ (AmaliaSchoppe1791-
1858)が編集し発行する新聞だった｡-ッベルはこれにすでに1832年2月に詩
を発表していた｡1832年8月18日付で,ショッペが-ッベルにあてて出した手
紙から,『国民の尊厳』が8月17日にショッペに送られたことが知られる｡｢あ
なたの詩は私を大変よろこぼせてくれます｡これらの詩によって,あなたが私
にとってどんなに大切な人になったかは口で言い表わすことはできません｡-
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-昨日受けとった価値ある作品の中で,私にはもっとも好ましいもののひとっ
である 『国民の尊厳』からほ,あなたもリベラルな考えの人であることが見て
とれます｡りっぱな,ものを考える人間で,だれが現代においてそうではない
でしょうね｡ふだんはなんでもむやみに商売一辺倒の当地でも,連邦議会の決
議はすべての人々を憤慨させ,反対署名が集められています｡実際憤慨は極度
に高まっています｡--あなたが昨日送ってくれたものは,まもなく掲載しま
す｡『国民の尊厳』は早くも次の号にです｡｣(41)-ンべッ-祭等に衝撃を受けた
メッテルニヒ体制は,リベラルな政治運動の弾圧をもくろむ｡そのために連邦
議会は1832年6月28日に決議を行い,これにはホルシュタイン公でもあったデ
ンマーク国王フレデリック6世も署名をしたのであった｡この決議により,逮
邦内では検閲が強化され,政治団体の結成や集会は禁止され,大学の監視もき
びしくなり,学生組合員の公務員任用も不可能とされなるなど,大幅な自由の
制限が図られたのである｡そのため各地でビラがまかれたり,署名が集められ
たりし,バーデンでは大公の肖像が絞首台にかけられたのである｡このような
政治状勢下でショッペは,-ッベルの 『国民の尊厳』などの｢政治詩｣を高く評
価しているのである｡また-ッベルがそのような ｢政治詩｣を8月に送ったこ
と自体,-ッベルの政治的な態度の表明と解釈できるのではないであろうか｡
ショッペはバル ト海のある島の生まれで,早くに父親を失くし,- ンプルク
で家庭教師をしたりして苦労を重ねていた｡彼女は生涯において小説や実用書
など138冊もの本を書き,ノ､ソブルクで少年少女向けの教養雑誌"Iduna日や
モーデ紙を編集し発行するなどして,｢多分当時のドイツには彼女に匹敵する
女性はいなかった｡｣(42)とされる｡"Iduna"やモーデ紙はよく売れ,とりわけ
｢ポピュラーな雑誌｣(43)のモーデ紙は,発行部数が1千を越えていたOそれは
単なるパリ･モードの紹介のみでなく,｢彼女は大胆な文章をモーデ紙に掲載
することを全然ためらわなかった｡--･モーデ紙は部分的には暗号のように読
まれた｡｣(44) という｡ショッペはモードというものを自由な精神のあらわれと
考え,千-ドを昔ながらの規範から解放したのである｡ 彼女は "Iduna"の
1832年の25号で,-ソバッ-祭の中心人物ヴィル ト(Wirth)の大胆な演説を
紹介したり,モーデ紙の37,38号では-ソバッ-祭の投獄者のリストや,パリ
における7月革命の2周年記念のあるドラマの評判記を載せ,39号ではフラン
スにかこつけてドイツの支配体制をやゆしたりした｡ショッペはモーデ紙に
｢あまり座ってばかりいると身体に悪いばかりか,背骨 も曲がってしまう｡
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権力に屈する作家が多いのはそのせいかも知れない｡｣(45)などとも書いたので
ある..-ッベルの 『国民尊厳』がこのような記事の口火を切る形で,モーデ紙
の35号に発表されたことは看過できない事実である｡またショッペのもとで
軌 のちに ｢反逆者｣(46)と呼ばれ,多くの政治詩を書いて何度か投獄されるこ
とになるホッカー (WilhelmHocker)という-ッベルと同年代の青年も働い
ていた｡
ボルンシュタインが1832年5月成立の政治詩のひとつと推定す る 『中世の
像』は,辛-デ紙の1832年44号に掲載された｡､
中世の像(47)
邦子の木のある層,
民衆はばかな奴隷だった｡
王様は眠っていない時は,
とろとろと夢うつつだった｡
王様は腹がへったり,のどがかわくと
時 腹々をゆすって身を起こす｡
すると民衆はご気嫌をとるために,
郁子の実をゆさぶり落とさなければならなかった｡
そして郁子の実が
あちこちに落ちると
坊さん達がからすの群よろしく
走り寄るのだった｡
至極はたくさんの実から
果汁を吸いとった｡
そしてこんな重労働のあとでは
またも眼を閉じるのであった｡
坊さん達はす早く
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郁子の実唾 控 くらう.
そして片手間に天国と地獄について
たっぷりと説教なさるのであった｡
｢お前の人生は元手なのであって,
利子は天国につんでいるのだ｡
この世での苦しみが多ければ多いほど,
天国でのよろこびも大きいのだb
お前はこの世では悲しい運命により
十字架にはりつけられているが,
それこそがいずれ天国では
垂塑型勲章となるであろう｡｣
民衆は一生懸命耳をかたむけた｡
｢民衆はいっしょに食べに行かなかったのか｡｣
彼らはちょうど番犬がいない時でも,
殻しかもらえなかっったのです｡
それなのに民衆は郁子の木に
自分の血と汗でこやしをやって
狂気の夢でも見ているみたいに,
｢善良なる君主,万才｡｣と叫んだのだ｡
(棒線部原文)
これが ｢中世の像｣ではなく,｢現代の像｣ そのものであることは明白であ
る｡ 王様やその手先の坊さん達のいいなりの,腹をすかせた ｢ばかな奴隷｣の
民衆に対し,-ッベルは大月鋸こ覚醒を呼びかけているのである｡ との詩は支配
体制の批判であり,-ッベルの政治的立場の宣言というごとができる,.へッ
ベルは1831年秋に-イネの 『旅の絵』第1部 (1826)を感激して読んだ｡『中
世の像』にはボルンシュタインのいうように,-イネの-Satireの強い影響
が見られ,｢調子は 『歌の本』の中の 『帰郷』の66番を思わせる｡｣(48)ものがあ
る.『帰郷』は元来 『旅の絵』に入っていたものだから,-ッベルは土831年秋
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に読んだことになる｡しかも-イネの ｢個人的な反省と告白と~をうたう｣(49)と
いう_66番の詩よりも,-ッベルの詩ははるかに政治的である.さらにいえば,
この 『中世の像』は 『旅の絵』に含まれている 『北海』第1集12番の 『平和』
のパロディかもしれない｡『平和』では,郁子の葉を手にして心静かに町を道
連する人々が,互いになどやかに会さつしあいi｢イエス･キリス トに栄えあ
れ｡｣(50) ととなえる｡ -イネの ｢『平和』は平和の象徴としてのキリス トをう
たっている.｣(51)というが,-ッベルが 『中世の像』で灘勤し.TV.1るのは,普∫
さにそのような平和のうらに隠された,民衆を奴隷としている支配体制だから
である｡
『鍛冶屋の歌』は1833年早々に,モーデ紙の2号に掲載された｡
鍛冶屋の歌(52)
鍛冶屋がどこかで
火をおこしていた｡
火は赤々と燃えていた｡
昼も夜も｡
鍛冶屋はそれで食事を作 り,鉱石を溶かし,
暗闇ではろうそくのかわりにもした｡
おやまあ,おやまあ｡
それは大切な火であった｡
すると不意に火のところに ･
ひとりの賢者が寄って来て,
こう言ったO-｢これはあまりに燃えすぎている,
私ならこうはしないなあ-
もしこれがばっと燃えあがって
あんたを炎で包んでしまったらどうするんだ｡
おやまあ.おやまあ｡
そうなったらあぶないよ｡｣
鍛冶屋は頭をかく｡
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｢そうかもしれない｡
火は風みたいにまきあがっている-
でもどうやって火をしずめたらよいのか｡｣
｢あんたがす早く火から空気を奪いさえすれば,
予想よりずっと早く火はおさまる｡
おやまあ,おやまあ｡
これは名案だよ｡｣
鍛冶屋は火から空気を奪ってしまう｡
さっさと｡
すると火は灰穴へ落ちて
最後の火も消えてしまう｡
｢ねえ鍛冶屋さん,どこで鉱石を溶かすんだい｡
ねえ鍛冶屋さん,ろうそくはあるのかい｡
おやまあ,おやまあ｡
これからどこで食事を作るんだい｡｣
星室とはこのような墾垣星ではないだろうか.
民衆とは,真の自由の息を吹きかけられると
赤々と熱く燃える
火ではないだろうか｡
たとえ火が高く燃えあがっても,
君主よ,燃えるにまかせよ｡それは君のために燃えているのだ｡
おやまあ,おやまあ｡
君のためなんだよ｡ (棒線部原文)
君主はさかしらな賢者の忠告をききいれて,よく燃えていた火を消してしま
う.これは民衆という火から,自由という空気を奪い額って,民衆の自由を求
める運動を押えつけようとする君主達に対する批判である｡その意味では,こ
の詩は1832年5月ではなく,連邦決議ののちの1832年夏の成立かもしれない｡
この詩については,｢ウーラントの "VaterlAndischeGedichte"に見られる
リベラリズムの若い-ッベルの政治丹情詩への影響｣(53)が指摘されている｡へ
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ッベルは1832年8月には,直接の面識のないウ←ラントに手紙で就職の世話を
依頼するほど,_ウーラントに傾倒していた｡この依頼は実現しなかったが,ウ
←ラントは当時-ソバッ-祭のジィーベンプファイファー (Siebenpfeiffer)
やヴィル トと並んで, ドイツの16人の ｢指導的なリベラルな思想の持ち主｣(54)
のひとりと見なされていたのである｡
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-ッベルは1832年5月のみでなく,1832年の夏にも政治詩を書いている｡彼
は1832年10月9日付のある友人宛の手紙で,｢夏は--･僕にはそれだけいっそ
う好意的だった｡--一部はすでに-ンブルクで掲載された多くのロマンツェ
と,そ して他 の野情詩｡(とりわけ-ミングシュチットの戦いについての5
つのロマンツェ｡)｣(55)と伝えている｡ここでいわれているロマンツェや詩につ
いて具体的に知られているのは,ロマンツェの 『-ミングシュチットの戦い』
だけである｡ しかし先述のように,『鍛冶屋の歌』 も1832年夏に作られたもの
かもしれない｡また1832年夏から1833年1月にかけて発表されたロマンツェは
3つしかないから,1833年1月31日付のポーチ紙5号に掲載されたロマンツェ
『国王の狩 り(DesK6nigsJagd)』はこれに属するものと考えられるO ボル
ンシュタインの推定も同じである｡(56)そしてこのロマンツェも政治的な意味を
与えられているのである｡
『国王の狩 り』では,国王が諸侯,騎士そして従者等をひきつれて森に狩り
に出かけるO国王がワインを欲すると,ワインほいつもの黄金の杯ではなく,
こはくの杯に入れて出される｡ ワインが毒を含む場合,こはくの杯ならば即座
に割れてしまうというのである｡ 国王の家来は国王の毒殺を恐れているわけで
ある｡ すると老国王は,こはくの杯を2つに割って言う｡
恐れのあまり自ら悪魔を追い払う者は
悪魔の貯計を味わうことになる｡
我が人生において,私を
剣と毒から忠実に守ってきてくれたもの,
それは我が国民の愛なのだ｡(57)
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国王は国民に対する完全な信頼の念を吐露する｡その時,まさに国王の毒殺を
たくらんでいたひとりの公爵が,顔をあおざめさせて,自分の罪を告白し,裁き
を願う｡ しかし老国王は寛大である｡彼は神に感謝し,公爵の罪は問おうとし
ないOこ.の事件のために狩りの獲物注皆無だったが,しかし｢国王がこの森でそ
れ以上によい/狩 りをしたことは絶えてなかった｡｣(58) という｡ このような現
実には存在するはずもない国王をテーマとするこの詩が寓意することは明白で
ある｡ただいたずらに国民の自由を制限するばかりの,デンマーク国王を含む ド
イツ連邦議会の決議に署名した君主達に対する強い皮肉だからである0
ロマンツ･ェ 『-ミングシ3:テットの戦い (DieSchlach.tbeiHemming-
stedt)卦は,1832年夏に書かれた.この作品のショッペ-の送付時期は不明だ
が,1833年3月になってから･モーデ紙に掲載される｡モーデ紙ではその前後にへ
ッベルの一連の詩が掲載されている.これらの詩についてボルソシュタインは,
1833年2月14日付のショッペの-ヅベル宛の手紙に,｢新しく作品を送ってくれ
てありがとう｡できるだけ早く掲載するつもりです｡｣(59) とあるのをうけて,
次のように考えている｡｢実際明らかに作品が続く｡『自由の像 (Bil° der
Freiheit)』(9号)のあ と,『騎士 フオル トナ← ト (又itter Fortunat)』
(10号),『-ミングシュテットの戦い』(12,13号),『グレ ■ートヒェン (Gret-
chen)』(15号),『称号と点(TitelundTittel)』(16号)そして 『夢の神 (Der
Traumgott)』(18号)である. そのあと28号まで3カ月の休止｡これに従え
ば,これらの作品が-ッベルが2月に送ったものの一部であるこ.とはほとんど
確実である｡ それは1832年夏に成立した 『-ミングシュチットの戦い,』を除い
たすべてにあてはまる｡｣(60)ボルンシュタインは 『自由の像』は,1832年5月
成立の政治詩のひとつかもしれないともしていた｡しかし 『-ミングシムテッ
トの戦い』と同時期に発表されていることからすると,この詩の成立も1832年
夏,もしくはそれ以後ではないかと考えられる｡ そしてこれらの一連の詩は,
1833年2月にまとめてショッペに送られたのではないだろうか｡
これらの詩の中では 『自由の像』と『-ミングシュチットの戦い』が政治的
な意味を与えられている｡そして 『自由の像』は1833年2月末に,モーデ紙9
号に掲載された｡
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自由の像(61)
君は見えるか｡山の高みからわき旦て,
黒い大波を堂々と立たせているあの大河が｡
流れてきたそれが君に祝福をもたらすか,
破滅をもたらすかは,君しだいだ｡
それは流れさせよ｡そうすれば河は
君の畑をうるおし,実り豊かにしてくれよう｡
だが,もし君が流れに逆らうならば,
君の畑は収穫もろとも失なわれてしま･5だろう｡
山の高みから勢いよく流れ下る大河は,自由の流れにほかならない｡この流
れに立ち向かうことはゆるされな.いし;また不可能なことで もあ る.ここで
｢君｣と呼びかけられているのは,-ソバッ-祭を頂点とする自由を求める運
動の弾圧に狂奔する君主達で奉る｡
1831年から1833年にかけて発表された-ッづルの一連甲政治詩の最後に位置
するのはLPマンツェの 『ヘミングシュチットの戦い』であるOこれは1833年
3月に,モーデ紙の12,13号に連載され,同じ年の12月19日付と26日付のボ-
テ紙51,52号にも転載された｡この詩の成立が1832年夏であるのは見た通りだ
が,へツベルの全集の編さん者ヴェルナ一によると,｢この詩はポーチ紙1832
年28号 (7月12日付)に--個我された論文 "Zur.GeschichteDithmar-
schens"によって換起されたのかもしれない｡｣(62)という｡1500年2月17日に
ディトマルシェン軍とホルシュタイン公国,デンマーク王国連合軍の間でなさ
れたこのヘミングシュチットの戦いについて知るためには,-ッベルの故郷デ
ィトマルシェンの歴史を概観しなければならない｡
｢エルベ川とアイダー川の間,.北海-バル ト海運河と北海の間にディトマル
シェンがある.｣(63)といわれるディトマルシェン地方は,地理的にはホルシュ
タインの一部ながら,政治的には独眉の地位を保っていた｡ディトマルシェV
は13世紀には ｢ディトマルシェン農民共和国の確立｣(64)をとげていて,それは
形式上はブレーメンの大僧正管区に属しながら,48人の代表者を選んで ｢最高
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の政府組織｣(65)を形成して自治を行っていたのである｡1459年にデンマ-ク国
王クリスティアン1世は,シュレスヴィッヒとホルシュタインの貴族によっ
て,この両公国の支配者に推され,1474年にはドイツ皇帝により,正式にホルシ
ュタイン公国を与えられた｡その際ディトマルシェンもホルシュタイン公国に
属するものとされたのであった｡しかしクリスティアン1世は実際の支部鹿 を
ディトマルシェンに及ぼすことはできなかったのである｡ そこで彼のあとを継
いだ息子ノ､ンス王 (1481-1513在位) は,ディトマルシェンの ｢農民自由国
家｣(66)の征服を意図し,配下の恵名高い強力な傭兵部隊や同盟軍と共に,1500
年2月11日にディトマルシェソ東部の丘陵地帯 か ら,ディトマルシェンの平
野めがけて押し寄せたのであった｡
この時の様子についてのポーチ紙の記事は次のようなものである｡ ｢オルデ
ンブルク家出身のデンマーク王達は,ディトマルシェンを自分の国に統合しよ
うとした｡クリスティアン1世は ドイツ皇帝からはっきりとこの国をもらって
いた｡国民の抗議はむだだった｡-･-3万人以上の兵隊が6千人といない男達
に対して動員された.デンマーク国王も,その兄弟も,そして貴族も勝利を信
じていた｡しかしディトマルシェンの人々は正義の念に燃えていた｡自分達の
美しい国土をデンマークのものにするくらいなら,死んだ方がよいと思った｡-
いかなる援軍もない彼らは神を信じたのである｡戦いの初めは敵に優勢だっ
た｡丘陵地帯は失なわれたが,勇士達の勇気は失なわれなかった｡神に身を棒
げたひとりのけがれのな.い乙女の旗を信じて,ヴォルフ･イーゼンブラン
(Wolflsenbrand)にひきいられた500人の男達が,-ミングシュチットそシ
の陸路を占領した｡1500年2月17日こそ偉大な日であった｡この日デンマ-
王の誇り高い軍隊が,このわずかばかりの軍勢に破れたのである｡ ---デン
ークの兵士達はむやみにうぬぼれて,自由を愛する男達の力をあまりにしぼ伝
ばあなどったのだ｡精神に何ができるかを身をもって知るまでに｡ほとんど
員が死んだ｡---彼らはそのように見事に獲得した自由を60年間も享受した
である｡｣く67) ｢ディトマルシェンの解放戦争｣(68)ともいわれる-ミングシュ
ットの戦いは,こうしてディトマルシェンの人々の誇りとなったのであった｡
求-テ紙の記事は,ディトマルシェンの人々の正義と自由を愛する心をた
え,外国支配に対する抵抗をうったえているのである｡
クラウス･グロー トも "Quickborn"の中の詩"DeSlachtbe主Hemmin
sted〃 において,｢かの自由なディトマルシェソの国は,いかにしたら征服
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きるか｡｣(69)とデンマーク王に問わせている｡ グロー トによれば,ディトマル
シェ/は勝利の結果,｢そして自由が遺産となった｡｣(70)のである｡ -ッベル自
身も1852年の自伝で次のように述べている｡｢私はディトマルシェソのヴェッ
セルプーレンで生まれた｡--･このディトマルシェソは300年来 ホルシュタイ
ン公国に加えられ,現在はデンマークの主権に服従させられているが,1559年
までは小さな農民共和国を形成していた｡それは地理的にはとるにたらないも
のであったが, しっと廃い隣人や皇帝 ･帝国からも完全に独立していたOしば
しば征服が試みられ, ドイツ皇帝フリー トリッヒ3世はデンマーク国王クリス
ティアン1世に対し,はっきりとこの国を与えさえした｡しかし彼は獅子を与
えたのも同然で,デンマ-ク王はまずこの獅子を捕える必要があった｡この試
みはその度に失敗した｡もっともひどく失敗したのは,-ミングシュテットの
戦いにおいてであった.そこでは3万人のデンマ-ク人 とホルシュタイン人
芸,500人のデイトマルシェン人によって, 自然も味方せず,殺され追い払わ
たのである｡ これらの農民達はおろかで思考力もなく,監督のむちのままに
えぐ奴隷の如き家畜とは全く比較されえなかった｡--ディトマルシェソ人
は自分よりはるかに早くくびきをつけられた他のフリー スランド人を誇り高く
見下していた｡--･私 が こうした出身をいささか誇りにしていることは否定し
ない｡｣(71)自由な農民共和国を形成するディトマルシェンの農民は,｢おろかで
思考力もなく,監督のむちのままにあえぐ奴隷の如き家畜｣とは対極的な存在
のである｡この自伝の文章には1831年3月に発表された-ッベルの 『ある人
の自由』を思わせるものがある｡それ故 『ある人々の自由』 にしろ,『-ミ
ソグシュテットの戦い』にしろ, へッベルのうったえるものは,｢デンマーク
･の主権に服従させられている｣状況からの解放であり, ｢デンマーク人のくび
き｣に対する抵抗なのである｡
- - ミソグシュチットの戦いのようなディトマルシェンの歴史は,-ッベルが
い時から聞かされた話であり,また-ミングシュチットの地はヴェッセルブ
レンから遠くはない｡ディトマルシェンの ｢子供は幼い時に,王や君主に抵
した強い男達｣(72) のことをよく聞かされたのであった｡ しかもディトマル
/-シェン軍の指揮官イーゼンプラントは,-ッベルの豪の祖先であるという家系
伝説さえあったという.(7?)
妻『ヘミングシュテットの戦い』は,ニ-べルンゲン詩節の5つのロマンツェか
妻ら成り立っているIO第 1のpマンツェでは,風車小屋が煙をあげ,大砲が空気
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をとどろかせ,そして呼び子や太鼓の音が響いている｡すでに戦闘が始まって
いる｡
｢あれは何の呼び子だ｡何の太鼓だ｡
誇り高い農民達はみんなで楽しい結婚式にでも行くのか｡｣
彼らは結婚式に行くのではない｡とびきり美人の花曝,
自由は長くディトマルシェン人と結婚していた｡
今やそれを守らなければならない.デンマ-クとホルシュタインの
倣慢な連中がそれを奪いたがっている｡(74)
-ッベルはディトマルシェン農民共和国の独立と自由を,｢とびきり美人の
花嫁｣とたたえている｡ディトマルシェソ軍の本営のおかれたメル ドルフの
は,はやくも負傷者であふれている｡(メル ドルフは-ッベルの父が生ま
町だった｡)
私は戦いに行くO君は旦皇室なら,元気で旅立て｡
しかし正義と自由の国のここが,君の故郷であるならば,
剣を抜いて共に戦場に来い｡(75) (棒線部原文)
ここでもディトマルシエソは ｢正義と自由の軌 とたたえられてい.るo そ 機室は自らの力で獲得し守るべきものであると-ッベルは考えているのである｡-一意
第2のロマンツェの舞台は,雪と共に寒風吹きすさぶ-ミングシュテットの
とりでの近くとなるoわずか300人のディトマルシェン軍の守るとりでめがけ
て,3万人の大軍が押し寄せて来る｡第3のロマンツェは戦闘の場面となる
イーゼンプラント配下のディトマルシェン軍は,とりでから打って出て,
圧倒する｡敵柊寒気とディトマルシェン特有の湿地に悩まされるoそして
のロマンヅェでは,ひとりの乙女が登場し.,敵の大軍におびえるディトマ
ェソ軍を励ます｡彼女は敵の有名な Danebrog の旗めがけて突進し,敵
ンボルであるこの旗を奪う｡ しかし彼女は敵の兵士達にとり囲まれてしま
ひそかに彼女に思いをよせるひとりの若者が,勇敢に彼女を助け出す｡重
負った彼は,乙女-の恋心を告白しながら息をひきとる｡(この乙女の出
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ヴェッセルプ-レン近くのある村とされる.(76) このように-ッベルにとって
臥 ｢正義と自由の国｣ディトマルシェンの歴史は,身近な体験そのものだっ
たのである｡)
最後の第5ロマンツェでは,ディトマルシェン軍が3時間の激しい戦いのの
ち,勝利をおさめる｡
3時間戦いは続き,勝ちどきがあがった｡ ｢神はほむべきかな,
神は敵を負かして,嚇笑の的にして下さった｡｣
(中略)
デンマーク国王とホルシュタイン公は戦場から
わずかばかりの供をつれて逃走した｡(77)
この戦闘ではデンマーク側の6千人以上の死者に比べ,ディトマルシェン側
ま｢わずか60人｣(78)の戦死であった｡いわばディトマルシェン方の完全な勝利
ある｡ へッベルはこのような作品をもって,｢監督のむちのままにあえぐ奴
の如 き家畜｣とは正反対の存在であったディトマルシェンの農民自由国家に
して,自己のリベラルな信条を表明し,反デンマークの立場を宣言したので
る｡
ッベルは 『-ミングシュチットの戦い』がきっかけとなって,ショッペの
カセ- ソブルク等に後援者が見つかり,1835年に-ソブルクに出て勉強する
ザ ィッヒー ホルシュタインの ドイツ住民とデンマークの国権の間の緊張は,
に1848年と1863年に衆知の戦争へと至るが, 当時 (筆者注｡1835年頃｡)
が形をとり始めていたことを考慮する必要があろう｡リベラルー民主的な
とナショナルな傾向がひとつとなった革命前の如き気分にあっては,この
ドイツでほ-ッベルの詩を読んで助力しようという気持ちになる人が生まれ
のであろう｡｣(79)｢リベラルー民主的な傾向｣と ｢ナショナルな傾向｣ の影
を受けたのは,-ッベルの後援者ばかりではない｡-ッベル自身がそのよう
向の影響を受けたのである｡ だからこそ-ッベルは 『輔重兵に寄す｡』や
る人々の自由』から始まる一連の政治詩を書き,発表したのである｡そし
この ｢リベラルー民主的な傾向｣と ｢ナショナルな傾向｣は,外国支配下の
ルシュタインにおいては,より先鋭なあらわれ方をしたのである｡このよう
-129-
130
山形大学紀要 (人文科学)第11巻第1号
な政治状勢下にあって,ディトマルシェン軍によるデンマーク軍完敗の戦いを
テーマにする詩を発表することは,かなり勇気を必要とする行為であり,それ
自体がすでに政治的な行為なのである｡-ッベルは 『-ミングシュチットの戦
い』に ｢祖国のロマンツェ｣という副題をつけて,自己の立場を明確にしてい
るのである｡
へツベルは決して ｢個人として｣とどまっていたわけではなかった｡彼は政
治的な ｢怒 りと憤慨｣にとらわれて,いくつもの政治的な詩を発表した｡へッ
ベルはあえて ｢自分を脅かす敵 ･･-･を七ペソ--ゲソに求め｣たのであるOそ
れ故,シュレスヴィッヒとホルシュタインでは,反絶対主義とデンマーク王家
による外国支配に対する ｢ナショナルなルサンチマン｣(80) が結びついていた
が,｢へッベル白身はこうしたルサンチマンからは全く明白に遠かった｡｣(81)と
いう説は少なくともヴェッセルブ-i,ソ時代の10代の青年-ッベルにはあては
まらない｡そしてこの反絶対主義と ｢ナショナルなルサンチマン｣が,へッベ
ルにおいても結びついていたことは, これまでに見た通 りである｡-ッベルほ
のちにハンブルクからミュソヒェンに行き,大学で学ぶ.1839年に再び-ソプ
ルクに帰った-ッベルは,当時-ンプルクにいてテレダラーフ紙を編集してい-
た若い ドイツのグッコウなどと知 りあ う｡そして-ッベルは1839年にテレグ妄
ラーフ紙に, ｢当局からライオンのかっこうで現われよと命令されるまでうさ
ぎである｣(82)ままの ドイツ人に対するいらだちをあらわにしたいくつかの文
章を発表する｡(83)こうした-ツベル像は, ｢-ッベルの思考と詩作の全体は,
神,絶対的なものに対する人間,個人の--･関係を--･再建することに向けら
れてあった｡｣(84)というような,従来の哲学詩人としての-ッベル像からは想一
俵できないものである｡しかし-ッベルはすでにヴェッセルプーレンで,その葦
ような意外な一面を示していたのである｡
注
(1) たとえば Hanser版全集 (Friedri血 Hebbel.Werke･CarIHanserVerlag
1963)には,こうした詩はない｡
(2) Kuh,Emil:BiographieFriedrichHebbels.Wien1877,Bd.1,S.150.
(3) Kun:a.a.0りBd･1.S.150.
(4) 大谷愛人 :キルケゴール青年時代の研究 (勤草書房)昭54(第3版),S二165.
(5) 大谷:a.a.0.,S.119. 1
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(9) Eichstadt,Volkmar:DiedeutschePublizistikvon 1830.Ein Beitrag
zurEntwicklungsgeschichtederkonstitutionellenundnationalenTeridenz-en.
Berlin1933(1965),S.93.
(10) Eichstadt:a･a･0･,S.91f.
(ll) Treitschke:a･a･0･,S.171.
(12) 大谷:a･a･0.,S.124.
(13) Eichstadt:a･a･0.,S.90.
(14) Eichstadt:a.a0.,S.93.
(15) Eichstadt:a.a.0.,S.93.
(16) Hrsg.YonBornstein,Paul:DerjungeHebbel.Berlin1925,Bd.2,S.237.
(17) W.XIV,S.305.使用したテクス トはFriedrichHebbel:SamtlicheWerke.
Historisch-kritischeAusgabe.Hrsg.yonR.M.Werner.Berlin1904-07.
WerkeはIW.iBriefeは Br.,TagebticherはT.と省略する.巻数はローマ数字,
ページ数はアラビア数字で示す｡
(18) W.XIV,S.305.
(19) W.Ⅶ,S.62.
(20) Eichstadt:a.a.0.,S.94.
(21) Treitscbke:a.a.0･,S.172.
(22) Vgl.Eichstadt:a.a.0.,S.105ff.
(23) 大谷:a･a･0.,S.124.
(24) Eichstadt:a.a.0.,S.94.
(25) W.Ⅶ,S.46.
(26) W.Ⅶ,S.46.
(27) W.Ⅶ,S.47.
(28) 大谷:a･a･0りS.126.
(29) Eichstadt:a･a･0･,S.95.
(30) Eichstadt:a.a.0.,S.87.
(31) Keim,A.M.undMathy,H.:Hambach1832-1982.Mains(Dr･Hanns
Krach)1982,S.179.
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Hebbelsfruhepolitische G edichte
AtsusbiOkumura
(Fachabtg.:Deutsch,FakultatfurAlg.Bildung)
IndieserAbhandlungwirdversucht,einmalfestzustelen,was紬r
ausgesprochen hat.DazuwerdenseinepolitischenGedichte,dieer
vorseinem zwanzigstenGeburtstaglnSeinerHeimetDithmarschen
inHolstein geschriebenlat,analysiert.DiesepolitischenGedichte
Hebbels,einesdergr6Bten deutschen Tragiker,sindleiderlange
einerUntersuchungvorbehaltengeblieben.
InseinerBiographieYonHebbelhatEmilHuhz.B.eineKlarung
derHebbelschenpolitischen Gedichtevermissenlassen:"DieseZeit
derAufregung,derheimlichen Garung,alsmaninHolstein jede
Bedr也ckung,…undjede‥.DemtitigungundUngerechtigkeitdoppelt
und dreifach verw也nschteund empfand,warfauch in dieSeele
unseresFreundes(-Hebbel)ibrendunklenSchattenhinein.Dockwar
HebbelvielzusehralsindividuelerMenschgekranktundvonSorgen
in Anspruch genommen,alsdadderpolitischeMenschgleichsam
zurMuL3edesZornsundderEmp6rung hattekommen k6nnen.
...wassolteihmdasJochderD年.neninsolchem .Augenblickbedeu-
ten,wiespltePrdenFeind,derihnbedrohte,jetztinKopenhagen
suchen?!HKuhwirftseュnBlicknuraufdiepers6nlichenErlebnisse
Hebbels.DieZeithataberauch den jungen Hebbelnichter】aub
seelenruhignur"individuelerMensch" zubleibenundsichnur
diepers6nlichenSorgenzubeschranken.Hebbelhatdamalsunt
dem EinfluBder politischen Zust畠nde elnlgePOlitischeGedich
geschriebenundver6ffentlicht.
HebbelsHeimatHolstein geh6rtedamalsBum K6nigreich Dal
nemark･NachderJuli-Revolution"regtesichinweitenKreisen(d墜
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串erzogtdmerSchleswigund,Holstein) dasVerlangen mach einer
Verf?ssung"(Treitschke).DieseBewegungwurdeYon UweJens
LornSenge16stundgefdrt.Lornsen,dereinalterBurschenschaftler
warundgeradegum LandvogtseinerHeimatinselSyltinderNordsee
frnanntworden war,ver6ffentlichteam 1.November1830eine
kleineSchrift"UberdasVerfas岳ungswerk in Schleswig-Holstein"
(Kiel).Damitentstandganzschnel "ein w也sterpublizistischer
Streit"(Eichstadt)inHolsteinundauchinSchleswig.
IndieserSchriftforderteLornsen einefreieVerfassung.Diese
erfassungzeigteeine"revolutionareりGesinnungdahingehend,daB
erdanischeAbsolutismusvernichtetundbeideHerzogttimerSchle-
undHolsteininGesetzgebungundVerwaltungvom K6nigreich
Danemarkgetrenntwerdensolten.Erfordertealsoeinepolitische
nabhangigkeit.ObwohlLornsenverhaftetundMitte1831verurteilt
rde,bliebseineAktionnichtvergeblich.
eradewahrenddiesesStreites,im Marl1831,1ieL3Hebbelineiner
ovinzielenZeitung"DithmarscherundEiderstedterBoten"eine
IrBedichtserie"FlockenHeinrdcken.DieNumrrier116dieser"FlockenH
哀eiBt"GewisserLeuteFreiheit日.DamithatHebbel"EureFreiheit〃,
"UnsereFreiheit",FreiheitdesEse】sgenannt.
FreilaL3tderEselsichddnkenundziehtfarsparlicheNahrung
WュeseinGebieterbefiehlt,sc】avisch-gedddigam Karr'n.
handltsichbierumeinescharfeKritikandendanischenK6nig,der
nlibera】enForderungenLornsens比urscheinbarnachgebenwolte.
Ein Jahrsp良ter,im Mai1832,also im MonatdesHambacher
stes,kam ausderFederHebbelseineRemeYon politischen
ichten.Erschriebam 22.Ma主1832anseinenFreund:"Ichbabe
diesenTagen.‥eineMengepolitischerGedichtegeschrieben.=
eseGedichtewurden1832/1833inderWochenzeitung"NeuePariser
Ddebl畠tter日,diein Hamburgvielge】esenwufde,ver6ffentlicht.
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Einesdavonist"WtirdedesVolkes日,dasinderNummer35inAu_
gust1832erschien.DarinwirdeinK6nigderscharfenKritikunter-
zogen,dersagt:
WassolichFreiheitgeben,
WennFreiheitnimmern也tzt
UndindesVolkesLeben
Verderbendniederblitzt?
AmaliaSchoppe,RedakteurindieserZeitung,S.chatztedasGedicht
sehrLoch,weilsicersehe,dadauchHebbe]einLibera]ersei.
Dannerschien"EinBil°vom MittelalterHinderNummer44im
Dezember1832.1ndiesem Gedichtwurde"dasYolk","eindumpfer
Sclave日,dertrotzdesLeidensschreit:"EslebederF也rst,dergute!日,
herausfordert,endlichaufzuh6ren,Sklavezubleiben.DiesesBildist
keinBilddesMittelalters,SonderneinBildderGegenwartselbst.
Damnerschien"DasLiedvom SchmiedtりinderNummer2im Ja-
nuar1833.EinSchmied_"raubtden FeuerdieLuft日,Veilervorden
flackerndenFeuererschreckt.DasFeuer"sinktindieAschengruftH.
DochgeratderSchmieddamitin gro13e,Not,daerkeinErzmehr
schmelzenkann.
UndistderFtirstnichtsolcheinSchm iedt?
DasVolkeinFeuerauch,
Dasleuchtendunderw良rmendgldht,
BeiechterFreiheitHauch?
FreiheitsolュderFtirstden Yolknichtrauben.
Auchim Sommer1932SehriebHebbeleinigepolitischeGedichte.
Dazugeh6rt"DesK6nigsJagd",dasf也rdieNummer5des"Boten"-
im Januar1833geschriebenwurde.Hebbelbetontindiesem Gediclit=
alegorischdasVertrauendesHerrschersaufseines"VolkesLiebe";ミ3
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AbEndeJanuar1833erschieneninden"ModeblatternりeineReihe
Yon-HebbelsGedichten.ZweiYonihnengeltenalspolitisch.Im "Bil°
derFreiheitH,dasinderNummer9im Februar1833erschien,flie13t
eingro13erStrom vom Bergherunter.DerStrom istdieFreiheit.
SichgegendiesenStrom zustemmenistunerlaubt,jaunm6glich.
Wenn "du",derFtirst,dich entgegenseinem Laufstemmst,so
gehtdeinAcker,samtderFrucht,drauf.AIszweitesver6ffentli-
chteHebbe】eine gro13eRomanze HDie Schlachtbe主Hemmlng-
stedt".SieerschieninderNummer12und13im M畠rz1833.Sie
wurdedamnim Dezember1833auch im HBotenHwiederabgedruckt.
DieseRomanzeentstandschonim S()mmer1833.Hebbelbehandeltals
ThemaeinebekannteGeschichteausseinerHeimatDithmarschen,
inder1500derDithmarscher"BauernfreistaatHoderdiekleine"Bau-
ernrepublik"dasm畠chtigeHeerDanemarksv6]1igbesiegte."Aler-
dingswarendieseBauern nichtnitden h6rigen Menschenviehzu
vergleichen,we一chesanderwartsdumpfundgedankenlosunterder
PeitschedesTreibershinkeuchte‥,"SoschriebHebbelnoch 1852
ineinem Brief.
NachHebbelsolendieDithmarscherkein hdrigesMenschenvieh,
asdumpfundgedankenlosunterderPeitschedesHerrschershim-
eucht.S呈esolensi°hvom "Joch=desfremdenHerrschersbefreien.
:ebbelpreistdieFreiheitinderaltenBauernrepublikals"diealer-
sch6nsteBrautH,die"sichlangeDithmarschenangetraut"habe.Man
Bol dasLand Dithmarschen schtitzen,"wo'sRechtund Freiheit
gilt".
H6rstdudenSturmwindsausen?Erruft:wasweilstdu!
Ichgehe;bistdufrem d hier,sowand'rertistigzu;
BistaberduzuHause,wo'sRechtundFreiheitgilt,
Sozeuchdein SchwertundschreitenitmirinsSchlachtgefild!
瓦swaransichpolitisch,inden gespanntenZustandzwischenHo1-
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steinundD畠nemarkeinesolcheGeschichtezurRomanzezugestalten.
DieDithmarscherkonntendurchihrenSiegFreiheitundUnabh畠n-
gigkeitgeneie13en.
Hebbelhatalso "denFeind,derihn bedrohte,in Kopenhagen"
gesucht.ZornundEmpbrunggegendenpo]itischenMiL3standHolsteins
beherrschtenauchunsernJungenDichter."MitderlatentenAufsas-
sigkeitgegendenpolitischenAbsolutismusmuL3tesichzwangslaufig
inHolsteinundSch】eswlgeinnationalesRessentimentverbinden,‥.
HebbelselbstwarYondiesenRessentimentganzoffensichtlichweit
entfernt.り(Stolte)Abermach Durchsichtderpolitischen Gedichte
desjungen HebbelmuL3manzuderAnsichtkommen,daL3Hebbel
vonRessentiment,javonpolitischem ZornundEmp6rungzumindest
nichtweitentferntwar.
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